
改定版 足場の組立て等作業の安全 

能力向上教育用テキスト №133640 

＜新旧対照表＞ 改訂 7版 令和６年 12月 23日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

※参考等の法令改正は引用先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 

（旧版）改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版）改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

[ 表記・用語の統一] 

※旧版から新版への変更にあたり、表記・用語の統一をしたものではありません。 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

3 上から

4行目 

・・・こと（図１－４参照）。 3 上から

4行目 

・・・こと（図１－４参照、P.88 表２－20参

照）。 

3 図 1-4 （赤枠部分を修正） 3 図 1-4  

  

6 上から 

18行目 

⑵ メッシュシート等の設置 6 上から 

18行目 

⑵ 安全ネット（メッシュシート）等の設置 

6 図 1-9 （図の変更） 6 図 1-9  
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

6 図 1-11 （赤枠部分を修正） 6 図 1-11  

 

 

7 図 1-12 （赤枠部分を修正） 7 図 1-12  

  

7 図 1-12

の下 

（図の変更） 7 図 1-12

の下 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

9 図 1-14 （赤枠部分を修正） 9 図 1-14  

  

15 上から 

8行目 

・・・わく組足場である。 15 上から 

8行目 

・・・わく組足場である（内階段式）。 

18 上から 

4行目 

⑷ 躯体と足場との隙間に安全ネットの取り

付け・・・ 

18 上から 

4行目 

⑷ 躯体と足場との隙間に安全ネット（小幅

ネット、層間ネット）の取り付け・・・ 

19 図 1-23 

（b） 

（赤枠部分を修正） 19 図 1-23 

（b） 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

32 上から 

10行目 

（文章差し替え、図を追加） 32 上から 

10行目 

 

 

 

33 図 1-38 （図の変更） 34 図 1-38  
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

34 上から 

12行目 

⒝ 安全帯の着用・使用 

  安全帯の着用・使用では、次のことに留

意する。 

 ① 安全帯は適正なものを正しく装着し、

改造など行わないこと。 

 ② 安全帯の取付け設備は作業者の手の届

く範囲で、できるだけ高いところに設け

ることが必要である。 

 ③ 安全帯のフックの取付け位置は、Ｄ環

より高い位置に取付ける。（Ｄ環より低

くなるほど、落下距離が長くなり、墜落

阻止時に身体に受ける荷重が大きくな

る。） 

 ④ 安全帯のベルト、ランヤードは、一般

に合成繊維が使われており、熱や紫外線

に弱いので、保管は、高熱源がなく、直

射日光にあたらない場所とする。 

34 上から 

12行目 

（文章削除） 

35 上から 

1行目 

⒞ 安全帯フックの掛け方（表１－５参照） 35 上から 

1行目 

⒝ 安全帯フックの掛け方（表１－５参照） 

37 表 1-6 

下部 

（赤枠部分を変更） 37 表 1-6 

下部 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

39 図 1-40 （図の変更） 39 図 1-40   

 

 

42 上から 

4行目 

③ 修理＝部材を再使用可能な状態に復元す

る修理（部品交換を含む。） 

42 上から 

4行目 

③ 修理＝部材を再使用可能な状態に復元す

る修理（部品交換を含む） 

82 表 （赤枠部分を変更） 82 表   
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

85 図 2-27 （赤枠部分を変更） 85 図 2-27   

  

88 図 2-32 図 2－32 梁わく上層の層数が 9 層以上の場

合の交さ筋かいを必要とする層数 

88 図 2-32 図２－32 梁わく上層の層数による交さ筋か

いを必要とする層数 

94 上から 

2行目 

 この方法は、通常２層以下、３～５スパン

の・・・ 

94 上から 

2行目 

 この方法は、通常２層３～５スパンの・・・ 

95 図 2-41 （赤枠部分を修正） 95 図 2-41  
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

96 図 2-44 （図の変更） 96 図 2-44  

  

100 上から 

8行目 

⑵ 建地、布の取外しは、単独作業で行って

はならない。また、共同作業では、お互いの

声の掛け合いを励行する。 

100 上から 

8行目 

⑵ 建地、布の取外しは、共同作業で行い、

お互いに声を掛け合い励行する。 

107 上から 

6行目 

① 支柱、布、腕木の取外しは、単独作業で

行ってはならない。また、共同作業では、お

互いに声の掛け合いを励行する。 

107 上から 

6行目 

① 支柱、布、腕木の取外しは、共同作業で

行い、お互いに声を掛け合い励行する。 

108 図 2-62 （赤枠部分を修正） 108 図 2-62  
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

113 上から 

3行目 

・・・の場合には、20㎝以上の幅の作業床を

2ｍ以下の間隔で設置する（写真２－３参照）。 

113 上から 

3行目 

・・・の場合には、20㎝以上の幅の屋根足場

を２ｍ以下の間隔で設置する（写真２－３参

照）。 

143 上から 

9行目 

 事業者及び注文者の点検実施者は、足場の

組立て等の作業に直接従事した者、当該作業

の作業主任者及び作業指揮者等の当事者以外

の者とする。 

143 上から 

9行目 

（文章削除） 

147 下から 

2行目 

 大きな建設現場では点検を行うにあたっ

て、・・・ 

147 下から 

2行目 

 建設現場では点検を行うにあたって、・・・ 

172 図 3-3 （赤枠部分を修正） 172 図 3-3  

  

174 上から 

4行目 

・・・健康状態等を十分に把握し、熟練者と

経験の浅い者を組み合わせる。 

174 上から 

4行目 

・・・健康状態等を十分に把握し、経験の浅

い者には、熟練者と組み合わせる OJT を実施

する。 

175 図 3-6 （赤枠部分を修正） 175 図 3-6  

  

176 下から 

2行目 

 作業主任者の選任の対象でない 2m 以上～ 

5m未満の・・・ 

176 下から 

2行目 

 作業主任者の選任の対象でない 5m 未満

の・・・ 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

182 図 3-8 （赤枠部分を修正） 182 図 3-8  

 
 

185 上から

6行目 

・・・作業の中で、ヒヤリ・ハット事例、・・・ 185 上から

6行目 

・・・作業の中で、ヒヤリハット事例、・・・ 

202 下から 

2行目 

 ①～⑤の症状がなくても、本人が体調の異

変を訴えたら、素人判断せずに速やかに 

作業を中止し、救急車を呼ぶのが望ましいと

いえる。 

202 下から 

2行目 

 ①～⑤の症状がなくても、本人が体調の異

変を訴えたら、素人判断せずに速やかに 

作業を中止し、救急車を呼ぶのが望ましいと

いえる。 

（アンダーライン追加） 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

217 図 4-2 （赤枠部分を修正） 217 図 4-2  

  

229 図 5-4 （赤枠部分を修正） 229 図 5-4  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    



 

 

12 

 

 

（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

238 労働災

害調査

記録 

（赤枠部分を修正） 238 労働災

害調査

記録 
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

239 様式 1 （赤枠部分を修正）  239 様式 1  
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（旧版） 改訂 6 版（令和 6 年 1 月 10 日） （新版） 改訂 7 版（令和 6 年 12 月 23 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

240 様式 2 （赤枠部分を修正） 240 様式 2  

  

258 下から 

3行目 

第 561 条の 2（本足場の使用） ※［施行日 

令和６年４月１日］ 

258 下から 

3行目 

第 561条の 2（本足場の使用） 

 

  

  

  

  


